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喜多流職分、 国指定重要無形文

化財保持者）に師事し、 2歳で鞍

馬天狗の稚児にて初舞台。広島

県福山市の喜多流大島能楽堂を

中心に能楽の瀬能、 普及活動に
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能は室町時代、 観阿弥•世阿弥父子を中心

に大成され武家社会とともに発展、 江戸時代

には武家式楽として全国に普及しました。 城

下町には能があるという時代が約300年続い

たのです。 広島も福島正則から浅野家の時代

を通して、 能楽が盛んな土地柄でした。 現在

の平和公園、 原爆ド ー ムのあたりが昭和20年

までは猿楽町という町名だったことからも広

島で能楽が愛好されていた事が分かります。

江戸時代まで能狂言は猿楽の能といわれてお

り、 猿楽町は能役者たちの住まう地域だった

のです。

広島市内にはその他にも能に因んだ場所が

いくつもあります。 現在もその名が残る相生

橋は能「高砂」のテ ー マである相生の松に由来

しており、羽衣町は能の濱目、約200曲中最も

上演回数の多い「羽衣」の題名そのままの名で

す。

また宮島での能の歴史は江戸時代以前に遡

ります。 毛利元就が浜の中に仮設の舞台を建

てて一日九番もの演能会を催していた記録が

残っています。 また当時から都の能役者を指
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南役として呼び寄せ、 島民が稽古に励み祭事

で能を務めていたようです。 厳島神社には浅

野家の時代1605年に創建された能舞台が現存

し、 毎年春の桃花祭で御神能が催されていま

す。 約300年以上の伝統を持ち、三日間に渡る

正式な五番立の番組て能を上演しているのは

全国的にも類を見ないことです。

能を愛好した武士は多く、 特に豊臣秀吉は

能狂いといわれたほどでした。 九州名護屋城

に組み立て式能舞台を持ち運んで戦の合間に

稽古に励み、 自ら何番もの能を舞った記録が

残っています。 秀吉ゆかりの能舞台は400年

前、 福山初代藩主のJ図野勝成が福山城築城に

際して譲り受け、 三代藩主の時代に鞘浦の沼

名前神社に据え置かれて現在に至っています。

織田信長が「敦盛」を謡い舞ったエピソ ー ド

は有名です。 皆様もご存知の「人間五十年」は

幸若舞という芸能の謡なのですが、 いずれに

せよ戦を目前にして歌舞を稽古したのは何故

だったのでしょう。

謡には丹田（へそ下三寸あたりの腹の奥）か

らの深い呼吸が欠かせません。 舞の構えや足

の運びは体幹の強さと精神の集中を必要とし

ます。 戦という最もストレスのかかる場へ向

かうために、 謡や舞による心身の鍛錬を重ね

ていたのではないか、 という見方もあるので

す。

また能には亡者の魂が在りし日の姿で現

れ、 弔いに感謝して成仏するという構成の演

目が多くあります。 常に死と隣り合わせで生

きていた武士の心に、 鎮魂を謡う能の世界観

が響いたのでしょう。 能の大成者世阿弥は平

家物語などを原典に、 亡者を弔う曲を数多く
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作りました。 同時に日本各地の神々が姿を現

してこの世の平和と繁栄を祈り、 人々に寿福

を与える祝祭の能も作っています。 観阿弥・

世阿弥の時代から約700年の間、能は鎮魂と祝

祭の芸能としてあり続けているのです。

令和3年11月、原爆ド ー ム前に設えた舞台で

演能する機会に恵まれました。 元の猿楽町で

生まれ育った方の生涯をかけての願いで、 原

爆により亡くなった方々の御霊に捧げる鎮魂

のための演能でした。 私は羽衣のシテ、 天女

の役を務めさせて頂きました。 羽衣を取り戻

した天女が、 人々に多くの恵みを与えながら

月の世界へと舞い上ってゆく祝福に満ちた能

です。 能面を通して原爆ド ー ムの姿が目に

映った時、 言葉に出来ない思いが胸に込み上

げ、 只々亡き方々のご冥福と世の平和を祈る

気持ちで舞い納めましだ。 世の中がどんなに

変化しても人々の平和への厘いに変わりませ

ん。 その心を一 つ一 つの能1こ込めて舞い続け

たいと思っています c
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